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特徴

評価内容

モータの磁界強度分布および着磁波形の測定をお引き受けいたします。

製品モータ磁界強度分布測定

Cat.No 3S4J-042-00-121223

● モータの磁界強度および着磁波形の測定

近年、高性能モータには希土類磁石を使用したPM(Permanent Magnet)モータが多く利用されています。PMモータの
損失低減には素材である電磁鋼板や希土類磁石の高性能化と材料特性を生かした電磁構造設計が大きく寄与しています。

当社では独自に製作した磁界強度測定装置を用いてPMモータ表面の磁界強度分布を測定することにより、磁石配置や
ロータコア構造などの電磁構造設計に必要な情報をご提供いたします。

● 装置概要

表面磁石型(SPM)や埋込磁石型(IPM)などのPMモータを
制御モータで回転させ、ロータ径周りの磁界強度分布
および着磁波形を測定します。

測定事例

写真1：磁界強度測定装置

● IPM（Interior Permanent Magnet）ロータ構造
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写真2：PMモータのロータコア（埋込磁石構造）

図2：表面磁界強度分布（写真２のB）

図1：表面磁界強度分布（写真２のA）
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測定事例

実測値を電磁界シミュレーションソフトウェア「JMAG」
と組み合わせて利用することも可能です。


